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新 年 の-

村民の皆さん明けま ＇してお目出とうござい

ます。
毎年来る新年て中ございますが、人間と云ふ

、ものは仲々強く生きるものと思います。丁度

竹が風に強いのは「フシ」があるからです。

人生にも「フシ」が必要てす。

考へて見ますと昭和も 42年になりまして、

男の方々の厄落してございます．昔は血度し威・
丹

村

内
長

榮

ァ

J と ~!' 

んな年令でありまして、之を慎みいましめる

為といつています。

今年は元気て楽しくやりたいと思いますが

村民の皆さんも体を大切にお仕事に精を出し

て戴きたいと存じます。

年頭にあたり、謹んてお祝の言葉を申しあ

げます。 禅に曰く

、「身雲水の如く、悠々去来に任す」と。
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初
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消

防
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初
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選
挙
管
理
委
員
会

中
／
旬
農
業
基
本
調
査
説
明
会

中

旬

村

有

林

境

界

測
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下
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第

一

回

臨

時
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住
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課

上
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咳

、

ジ
フ
テ
リ
ア
予

防
接
種

中
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四

辻

分

校

碓

痘

実

施

下
旬
健
康
家
庭
及
び
赤
ち
ゃ
ん

優
良
児
表
彰
式

し

教
育
委
員
会
（
公
民
館
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毎
週
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曜
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青
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学
級
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五
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成

人
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公
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育
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員
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・

税
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課

・

中
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県

村

民

税

の

滞

納
整
理
運

動

中

旬

家

屋

調

査

二
五
日
村
民
税
第
四
朝
分
納
期

二
五
日
健
康
保
険
税
第
四
期
分
納

期
産

業

課

-
0日
農
業
委
員
会
（
農
政
審
議
）

―
一
日
就
業
相
談
連
絡
員
会
議

二

0
日
農
業
委
員
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例
会

中

旬

土

壌

調

査

～

一
六
日
ー
ニ
―
日
国
土
調
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仮
じ

ゅ
う
ら
ん

二
三
日
ー
ニ
六
日
国
土
調
査
検
査

建

設

課

間
失
業
対
策
事
業

旬
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

入
札
農
地
、
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
入
札

各
工
事
の
監
督

月 中 中月

間 旬



知
事
の
あ
い
さ
つ
が
終

っ
て
懇
談
会
に
人
り
一
番

目
に
北
須
釜
の
佐
久
間
さ

，
ん
よ
り

日
農
業
構
造
改
菩
事
業
に

つ
い
て
村
全
体
の
一

八
％
し
か
実
施
さ
れ
て

い
な
い
、
残
り
八
二
％

の
農
家
と
実
施
し
た
農

家
の
差
を
ど
う
す
る
か

叉
あ
ま
り
に
制
約
が
多

す
ぎ
る
。

⇔
と
包
と
関
連
し
て
酪
農

振
興
促
進
と
国
有
林
の

払
下
げ
に
つ
い
て
酪

ま

農
振
興
の
促
び
は
非
常

た

に

悪

く

消

費

が

一

―

三

％
の
び
て
お
る
の
に
昨

年
度
牛
乳
生
産
増
加
は

報
―
―
-
％
に
す
ぎ
な
い
。
此

、

が
促
進
の
た
め
に
国
有

広

林

払

下

げ

牧

野

造

成

が

あ
る
が
払
下
げ
に
は
難

点
が
あ
り
、
加
へ
て
払

下
げ
を
受
け
る
場
合
も

幼
令
木
の
補
償
に
多
額

の
金
を
支
払
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

四
牛
乳
集
荷
に
つ
い
て

「
開
拓
連
」
「
酪
連
」
等

ば
ら

l
＼
に
な
っ
て
お

り
一
本
化
さ
れ
て
い
な

い
し
不
足
払
制
度
も
実

現
さ
れ
て
い
な
い
で
は

な
い
か
。

と
の
質
問
に
対
し
木
村
知

事
ぱ
●
次
の
よ
う
な
答
が

あ
っ
た
o
.

日
政
府
で
も
第
二
次
第
三
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次
と
行
う
考
へ
で
お
る

の
で
此
に
便
乗
し
て
実

行
し
て
も
ら
い
た
い
。

制
約
が
多
す
ぎ
る
の
は

国
の
金
を
使
用
す
る
の

で
あ
る
程
度
止
む
を
得

な
い
が
県
と
よ
く
相
談

し
て
納
得
の
ヒ
実
行
し

て
も
ら
い
た
い
。

⇔
ー
日
県
で
も
全
力
を
あ

げ
て
一
本
化
に
努
力
し

て
お
る
が
な
か
／
＼
思

う
よ
う
に
進
行
し
な
い

で
お
る
。
国
有
林
ぬ
払

下
げ
に
つ
い
て
は
使
用

目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ

て
村
を
通
じ
て
申
請
す

れ
ば
実
現
出
来
る
し
、

そ
の
際
県
で
も
応
援
す

る
。
幼
令
木
の
問
題
は

長
期
低
利
資
金
も
あ
る

の
で
県
農
政
部
で
エ
＜

相
談
さ
れ
た
い
。

四
此
の
問
題
は
県
ば
か
り

で
処
理
出
来
な
い
現
況

な
の
で
各
機
関
と
話
会

を
行
い
実
現
出
来
る
よ

ぅ
努
力
す
る
。
下
足
払

制
度
に
つ
い
て
は
目
下

進
行
中
な
の
で
も
う
し

ば
ら
く
御
待
ち
願
い
た

、
o

＞ヽつ
づ
い
て
北
須
釜
の
渡

辺
さ
ん
よ
り
、
佐
久
間
さ

ん
の
質
問
と
関
連
し
て
農

業
構
造
改
善
事
業
に
つ
い

て
四
三
年
度
で
打
切
る
と

云
う
話
で
あ
る
が
そ
の
后

は
ど
う
な
る
か
、
事
務
が

煩
雑
な
の
で
も
っ
と
簡
素

化
出
来
な
い
の
か
。

こ
れ
に
対
し
先
に
話
し

た
通
り
第
二
次
第
三
次
と

予
定
し
て
お
る
の
で
打
切

る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

事
務
の
簡
素
化
に
つ
い
て

も
い
た
る
所
で
聞
く
問
題

で
あ
る
が
先
に
話
し
た
通

り
国
の
補
助
金
で
あ
る
の

で
、
あ
る
程
度
止
む
を
得

な
い
が
、
出
先
機
関
の
皆

さ
ん
も
出
来
る
だ
け
地
元

民
の
声
を
聞
い
て
協
力
す

る
よ
う
に
努
力
し
て
下
さ

い
。
（
出
先
機
関
の
長
に

向
っ
て
）

三
番
目
に
中
の
尾
形
さ

ん
よ
り
商
工
行
政
指
導
の
強
化

に
つ
い
て

H
農
業
行
政
に
は
種
々
の

課
が
あ
り
指
導
機
関
が

有
る
が
商
工
に
関
し
て

は
労
働
商
工
課
の
寄
合

課
が
あ
る
の
み
で
県
石

川
事
務
所
に
行
っ
て
も

相
談
す
る
課
も
な
い
状

態
で
あ
る
。

口
低
利
の
融
資
も
有
る
の

こ
の
た
び
国
保
係
に
於

て
、
皆
さ
ん
の
病
気
は
ど

ん
な
も
の
が
多
い
か
。
又

部
落
毎
の
罹
病
等
を
調
べ

今
後
の
国
保
事
業
疾
病
予

防
対
策
の
資
料
と
す
る
た

め
国
保
診
療
報
酬
請
求
一

月
分
か
ら
六
月
分
ま
で
の

半
年
分
を
部
落
別
に
ま
と

め
て
見
ま
し
た
の
で
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

各

部

落

の

国
保
統
計
疾
病
調
べ

で
あ
る
が
銀
行
、
く
信
用

金
庫
に
行
っ
て
も
な
か

・

／
＼
借
入
が
難
か
し
い

の
で
簡
易
に
借
入
れ
出

来
る
よ
う
に
し
て
欲
し

、0
• 

し
日
中
商
企
業
が
ど
う
な
っ

て
も
よ
い
と
云
ぅ
考
へ

は
な
い
が
、
戦
時
中
食

糧
増
産
が
急
務
で
あ
っ

た
の
に
加
へ
、て
、
商
工

業
は
個
人
の
損
徳
と
考

へ
ら
れ
て
軽
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
終
戦
后
県
に
も
商

工
労
働
部
の
下
に
商
工

課
を
設
置
現
在
一
七
人

の
指
導
主
事
を
置
き
商

工
会
に
は
相
談
員
を
置

い
て
経
営
の
近
代
化
、

売
先
の
研
究
、
高
利
で

な
い
金
融
等
の
指
導
を

行
っ
て
お
る
。
尚
信
用

保
証
協
会
を
強
化
し
て

低
利
で
担
保
も
保
証
人

も
い
ら
な
い
金
を
利
用

出
来
る
様
努
力
す
る
。

尚
銀
行
、
信
用
組
合
の

こ
と
も
善
処
す
る
。

と
答
へ
た
。
（
つ
づ
く
）

ましても村全体及び他

部落と比較対照し今后

の疾病予防の参考にし
て下さい。

注

1掲載の数字は千人に
対し

2一人当りの医療費は

半年間の医療毅

3一件当りは一回当り
の医療費

疾病分類
各 部 > 落 別 (1,000人に対し）
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22 7. 3 5. 7 20 .1 . 13. 2 11. 7 6. 2 18. 2 
23 22 4 22. 7 55. 3 25. 8ー 28.7 2. 3 . 45. 0 18 .1 30 .4 
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こ
れ
だ
け
は

知
つ
て
お
き
ま
し
よ
う

-
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
選
挙
人
名
簿
の
登
録
等
に
つ
い
て

•••••••••••••••••••• 

選
挙
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
基
本
選
挙
人
名
簿

が
永
久
選
挙
人
名
簿
に
な

っ
た
こ
と
は
御
承
知
の
こ

と
で
す
が
、
主
と
し
て
次

の
点
が
交
っ
た
の
で
お
知

せ
し
ま
す
。

＠
選
挙
人
名
簿

II基
本
選

挙
人
名
簿
、
補
充
選
挙

人
名
簿
が
廃
止
さ
れ
永

久
選
挙
人
名
簿
と
な
っ

こ。t
 

＠
登
録
の
申
出
U
永
久
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
人
で
（
昭
和

四
十
一
年
九
月
三
十
日

確
定
名
簿
）
本
村
に
住

所
を
有
し
、
年
令
満
二

十
オ
に
達
し
た
人
（
新

有
権
者
）
叉
は
年
令
満

二
十
才
以
上
で
本
村
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
に

な
っ
た
者
（
転
入
者
)

は
そ
の
都
度
登
録
の
申

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
登
録
の
申
出
を

す
る
場
合
は
必
ず
「
選

挙
人
名
簿
登
録
証
明
書

」
叉
は
「
未
登
録
証
明

書
」
を
添
付
す
る
こ
と

（
該
当
さ
れ
る
人
は
至

急
申
出
下
さ
い
）

(
9
名
簿
に
登
善
す
る
時
期

昭
和
四
十
一
年
十
一
月

三
十
日
玉
川
村
泉
中
学
校

屋
内
体
操
場
に
お
い
て
日

清
、
日
露
を
は
じ
め
大
東

亜
戦
争
に
い
た
る
諸
戦
役

に
お
い
て
尊
い
犠
牲
と
な

ら
れ
た
本
吋
二
三
四
名
の

み
霊
を
慰
め
る
た
め
来
賓

並
び
に
遺
族
百
数
拾
名
参

列
の
も
と
に
追
悼
式
を
挙

行
い
た
し
ま
し
た
。

村
長
の
式
辞
に
入
り
不

靖
国
の
御
魂
よ
贔
に

戦

没

者

追

悼

式

挙

行

1
1
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
は
毎
年
三
月
一
日
、

九
月
一
日
ま
で
に
登
録

の
申
出
あ
っ
た
者
を
三

月
三
十
日
、
九
月
一
―
-
+

日
の
二
回
定
時
登
録
す

る
（
名
簿
作
成
す
る
）

④
選
挙
人
名
簿
の
閲
覧

ll

い
つ
で
も
役
場
の
執
務

時
間
中
は
閲
覧
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

｀
そ
の
他
こ
ま
か
い
点
は

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

族事塔に摩地しかをみ異幸
のを← 慰文沖‘ら祈霊郷に
代始を霊仁縄第尊りののも
表め建碑＾の二い‘前地護
者関立→ ま南次浄又 iこに国
が係しふぶ部大財去永散の
現者‘くにの戦を月遠華神
地並本しツ聖のお皆のさと
にに県まの地激願さ冥れ遠
赴遣知の丘‘戦いん福たく、

新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ

て
既
に
ご
承
知
の
こ
と
A

形

建

設

行
っ
た
処
、
左
記
の
通
り

決
定
落
札
致
し
ま
し
た
の

で
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

工
事
入
札
結
果
に
つ
い
て

き
慰
霊
の
祭
事
が
↑
行
な
わ

れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
o

.

、
続
い
て
県
知
事
代
理
涯

井
県
石
川
事
務
所
長
を
は

じ
め
来
賓
の
方
々
か
ら
追

悼
の
こ
と
ば
が
あ
り
神
式

仏
式
に
よ
る
祭
事
が
行
な

わ
れ
、
代
表
者
の
玉
串
奉

鍵
並
び
に
焼
香
が
あ
り
厳

粛
の
内
に
式
が
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
日
午
前
九

時
よ
り
役
場
に
於
て
、
村

内
外
の
建
設
業
者
に
よ
り

工
事
の
指
名
競
争
入
札
を

須
釜
小
学
校
土
地
災
害
復
旧
工
事

八
七
五
、

0
0
0円
尾

四
辻
分
校
土
地
災
害
復
旧
工
事

二
五

0
、
0
0
0円
岩

谷

工

南
山
小
屋
林
道
整
備
事
業

四
九

0
、
0
0
0円

業

所

高

田

工

業

k
k

思
い
ま
す
が
、
去
る
十
一

月
十
三
日
の
全
日
空
松
山

遭
難
事
件

の
遭
難
者

[

の

う

ち

十

二
組
の
新

夫
婦
は
、

場
結
婚
式
を

ー
終
え
た
に
．

も
か
4
わ

式悼
ら
ず
、
結

追
婚
未
届
の

ま
A

の
状

態
で
死
亡

者歿

し

た
4
め

法
律
上
の

夫
婦
と
は

戦

認
め
ら
れ

ず
、
後
始

末
に
遺
族

の
方
々
が

戸籍に関する届出事件の種別及び要件概要

種 別 事件本人 届 出 地 届出義務者 出要書類、届出期限

出生届 出生子 出生した市町村 父 叉 は 母 出出生生証の明日か書ら（14医日師以又内は助産婦）

養子縁組届 胃 旱住本籍地所叉地は 養親及び養子 1人5がオ未届満出人の養と子なのる場証合人は法2人定必代理要'

養子離緑届 // // // ，，，， 

婚姻届 夫 妻 // 夫 妻 証人2人必要

離婚届 // // ，，，，（裁は判申立離人婚のの場み合） /,, （裁の謄判離本婚を添の場付合し証は審人判不書要）
,・ 

親権、後見 後子及見び親権人 // 親権者又は後見人 協合議家庭に裁よ判り親所権のを許定可め書のる謄以外本の場

死亡届 死亡者 死亡した市町村 そ同の居他の同親居 者族 死医亡師のの診日断か書ら又7は日以検案内書

入籍~ 届 子 本籍叉は住所地 本人叉は法定代理人 家庭裁判所の審判書の謄本

氏名変更届 変更する者 ~ 者本人及叉びはそ戸籍の配の偶筆者頭 /,/ 

転 籍届 者戸籍との同鉦籍者頭 II 戸そ籍のの筆配f頭者偶及者び 戸籍謄本2通
. ．， 

困
っ
た
と
い
う
こ
と
が
報

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
婚
姻
な
ど

で
皆
さ
ん
の
身
分
上
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
（
例
え

ば
出
牛
、
結
婚
、
養
子
縁

組
、
転
籟
、
死
亡
な
ど
）

た
だ
ち
に
最
寄
り
の
市
町

村
役
場
に
戸
籟
の
届
出
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。届
出
方
法
は
、
ど
こ
の

市
町
村
役
場
に
も
届
出
の

用
紙
が
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
必
要

な
事
項
を
記
載
し
て
、
届

け
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
ま
た
郵
便
、
口
頭
で

も
届
け
出
る
こ
と
も
で
き

ま
す
o

（
必
要
事
項
が
完

全
に
解
る
こ
と
）

そ
れ
か
ら
そ
の
届
出
の

日
が
一
般
事
務
の
取
扱
わ

な
い
土
曜
日
の
午
後
或
い

は
日
曜
日
、
祝
日
の
日
で

あ
っ
て
も
受
附
け
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
後
で
後
悔
を

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

速
や
か
に
戸
籍
の
届
け
出

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。
次
に
届
出
に
関
す
る
規

定
の
概
要
を
列
記
し
て
参

考
に
供
し
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
役
場
の
戸
籍
係

に
相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

"'. ; . "・,,"" ..'" 
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昨
年
六
月
銃
刀
法
の
一

部
改
正
が
あ
り
、
本
年
一

月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
改
正
に
よ

り
猟
銃
、
空
気
銃
の
所
持

許
可
講
習
の
制
度
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
の

実
施
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
か
ら
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

一
、
講
習
会
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方

①
昭
和
二
十
1

年
か
ら
昭

，
廂
二
十
九
年
ま
で
の
間

に
許
可
を
受
け
て
、
猟

9
9

銃
ま
た
は
、
空
気
銃
を

所
持
し
て
い
る
方
。

（
こ
の
方
は
、
法
律
改

正
に
よ
り
、
昭
和
四
十

二
年
四
月
三
十
日
に
許

可
の
更
新
を
受
け
る
た

め
の
条
件
と
し
て
、
こ

の
講
習
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
）

②
昭
和
四
十
二
年
一
月
一

日
以
降
猟
銃
ま
た
は
、

詈目―-＝＝＝＝＝―-＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝-l=＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-ll=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝―――-I-=＝＝--＝＝＝―
11111

＝
＝
＝
=
＝
-
=
＝
＝
=
＝
―
―
ー
正
須
釜
小
中
学
校
完
全
給

-
食
室
の
建
設
は
、
、
去
る
九

須
釜
小
屋
体
南
側

1

月
よ
り

一

北

海

道

の

旅

国
溝

井

．一

郎

皿

に

、

鉄

骨

ブ

ロ

ッ

ク

造

り

部

落

辺

皿
平
家
建
、
八
七
、
五
一
平
川

し
か
り

呻
，方
米
（
二
六
、
四
八
坪
）

．

小

高

皿
雨
あ
と
の
陽
光
の
中
に
白
々
と

一
を
一
六
五
万
円
で
矢
吹
町
中

，
一

白

樺

ゆ

け

ど

ゆ

け

ど

つ

き

ず

皿

，

皿
高
田
工
業
の
請
負
に
よ
り
岩
法
．

＂寺

皿
揺
ら
れ
ゆ
く
バ
ス
の
屋
根
よ
り
仰
ぎ
見
る

ヽ

皿
内
部
設
備
は
‘
―
ニ
ナ
万
ク

高

き

岩

山

ゆ

ら

ぐ

か

に

見

ゅ

皿

一
蝦
夷
地
深
く
旅
か
さ
ね
来
て
今
こ
ヽ
に
一
円
で
東
束
の
｀
ク
マ
ノ
，
厨
房
ク

大
函
小
函
の
寄
岩
見
て
た
っ

＇

』
｀
工
業
に
よ
っ
て
工
事
が
進
竜
崎

ー

＇ 一
ネ

ク

タ

イ

と

腕

時

計

し

て

酋

長

が

一

め

ら

れ

て

い

ま

し

た

が

、

南

須

釜

．．
 

く
ら

L

i

こ
の
程
近
代
的
な
消
毒
保
ク

ア
イ
ヌ
の
生
活
こ
ま
ご
ま
説
け
り

ー

一
管
庫
、
自
動
洗
瀧
機
等
の
北
須
釜

血
洋
装
は
す
れ
ど
腰
骨
大
さ
く
て

一
機
械
も
入
っ
た
、
モ
ダ
ソ
ク

〗
ア
イ
ヌ
娘
の
気
骨
隆
々

-
な
給
食
室
が
出
米
上
り
、
四
辻
新
田

叩

m-
＝＝=＝=＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝=＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝=＝＝-＝＝＝＝＝l==＝＝――-＝=＝＝＝l=-=＝＝＝l-=-＝=＝＝-＝=＝-＝-＝-＝==-==-＝＝=＂

1モダンな給食室完成
おいしい給食始まる I '"""'""'--

圏
園
圏
圏
直

所
持
許
可
講
習
の
お
知
ら
せ

げ方講六＾受空注
るは習月ッけ気
必‘会七 よ銃
要こを H昭うの
がの受以和と所
あ購け降四す持
り習て狩十る許
まをい猟一方可
造受る者年°を

ふ＝'.・ 一
一講？具当堂十場時ー所‘ん

習申を日:;, 0時...., か月 講゜
．を込持は口か三．ら二 習
．受み参印 •ら月白十 会
、け方の鑑渭15十河七 の
る法•こ‘ 山五警 日 日
方 と筆市日察午時
は →゚・ ．’公午署前 ‘ 
，・開 用 ，． 会前道十場

一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

ー

（
十
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

i I• 

催
日
の
五
日
前
ま
で
に

石
川
警
察
署
に
次
の
書

類
等
を
提
出
し
て
下
さ

，ヽ
．O
い
し

．

田
講
習
申
込
書
二
枚

四
写
真
（
ラ
イ
ヵ
阪
）
二
枚

⑥
五

@
P円
．．
 
盆
県
収
大
証

9

↑4
冒

.̀

'g

;••9-

']·

·P".
~·”
•
• 

紙)-・

詳
し
く
は
警
察
署
叉
は

駐
在
所
に
お
問
い
合
せ
下

戸〇
向
；
，＇

一"
3ト
？
｀
．
；
＇
名

、
ぃ•9
,

｀
·

さい
"
，・
9
.
.
.
 

二
名
の
給
食
婦
も
決

っヽ
て

三
学
期
初
め
の
十
日
よ
り

須
釜
小
中
学
校
、
そ
れ
に

四
辻
分
校
に
は
毎
日
自
動

車
て
運
搬
し
、
お
い
じ
い

焼
き
た
て
の
パ
ソ
、
新
鮮

な
生
牛
乳
、
暖
か
い
オ
カ

ズ
に
よ
る
完
全
給
食
が
実

施
さ
れ
、
始
め
て
食
べ
る

完
全
給
食
に
児
童
生
徒
は

笑
顔
で
舌
つ
づ
み
を
う
ち

な
が
ら
食
べ
て
お
り
、
こ

の
完
全
給
食
に
よ
っ
て
、

児
童
生
徒
の
一
層
の
体
位

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す。

山南ク岩ク小蒜部
小須法
屋釜寺

ごお
拿ざ誕
ーし、生目
翡まお＝
闊すめ:I 
生‘‘
届
て自
書と l
かー ，＝らっ= '泉

ッ ,_1111111―1111111-111111,....... ,. ,; 

婦
人
少
年
室
協
助
員
と
は

こ
れ
は
耳
新
し
い
言
葉

で
す
が
協
助
員
は
労
働
省

死
亡
者
氏
名

遠

藤

勘

家

添

田

キ

セ

永

林

由

之

佐

久

間

、

忠

溝
：
野

、

マ

サ

佐

久

間

金

治

鈴

木

広

司

真

野

目

真

吉

草

野

明

夫

関

根

章

ク

浩

、、

有

賀

ョ

ッ

子

銀クキ文道弘金重幸テ音大世

三 ：
. 

贋胃
郎 ヨ明徳次三治兄イ次已名

の
妻////孫ク父父母長長母父続

男男 柄

婦
人
少
年
局
と
各
県
婦
人

少
年
室
の
仕
事
を
助
け
て

婦
人
や
年
少
者
の
福
祉
の

た
め
に
慟
い
て
お
り
ま
す

当
村
の
小
針
安
司
さ
ん

が
玉
川
、
大
東
、
平
田
の

三
村
を
担
当
し
て
お
り

皆
さ
ん
の
活
用
を
待
っ
て

お
り
ま
す
。

R
出
稼
中
の
方
々
と
連
絡

を
し
た
い
と
き

出
稼
の
父
さ
ん
か
ら
送

金
が
な
く
な
っ
た
、
手
紙

を
出
し
た
が
返
事
が
な
い

病
気
で
は
な
い
か
？
事
故

で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
？
心
配
だ
が
警
察
に
出

す
の
は
大
げ
さ
だ
、
な
ど

と
云
う
場
合
協
助
員
に
相

談
し
て
下
さ
い
。
協
助
員

高生落
•" 

松小倉石今石曲ゃ．．
原 ‘ 出
山 鎌 森 泉井山生
利 ' 児
里 康重忠義勇氏
枝

名
美子夫二久弘夫

金保源兼久義伊
世

次
→帯

郎男三夫ニニ治鸞

ク孫三二長ク孫続
男男男 柄

曇

I-―一
ー

＇ 
ーー

．．
． 
＇ 
ー
・一

星

深

く

刈

田

し

づ

も

る

米

ど

こ

ろ

ーー11

松

の

色

変

ら

ぬ

滝

の

水

澄

め

り

こ
み
ち

＿
野
の
入
日
枯
竿
径
つ
づ
文
い
そ
qt
り

11

年
暮
る
る
雲
の
あ
ゆ
み
の
遅
速
か
な

11

お
お

一

西

風

は

明

る

き

爵

り

あ

る

冬

野

ーu-
＿＿＿＿＿

_1=-n __ ＿-
'
 

＇ 

ヽ
~為

間

根

栖

支

は
各
県
の
婦
人
相
談
室
と

力
を
合
せ
て
連
絡
網
を
ふ

る
に
利
用
し
適
切
な
処
置

を
と
り
ま
す
。

R
困
っ
た
事
を
相
談
し
た

い
と
き

家
庭
の
こ
と
、
子
供
の

こ
と
、
健
康
上
の
こ
と
、

村
の
つ
き
あ
い
の
こ
と
、

―
-
・
―
―
―
農
業
委
員
会

所
―
-
・
―
―
―
農
業
構
造
改
善
事

業
起
工
式
児
童
館

―
-
・
―
―
四
第
四
回
臨
時
村
談

会
―
-
・
―
―
写
農
地
災
害
査
定

―
-
・
―
―
八
月
例
監
査

ニ
・
元
消
防
団
秋
季
検
閲

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

泉
中
学
校

い
ま
す
。

――――
-
0

戦
没
者
追
悼
式

昨
年
は
皆
様
の
指
導
に

泉
中
学
校

よ
り
曲
り
な
り
に
も
広
報

三
．
―
-
民
生
委
員
協
議
会

の
発
行
出
来
ま
し
た
こ
と

―
―
-
・
―
―
―
総
務
委
員
会
村

編
集
委
員
一
同
厚
く
お
礼

有
林
千
五
沢
境
界
調
査

申

し

上

げ

ま

す

。

｀

―
―
―
・
写
農
業
委
員
会
支
所

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

三
・
写
保
健
婦
補
助
員
会

、
し
ま
す
。

議
―
―
―
・
写
境
界
変
更
に
伴
う
し
こ
と
「
寿
ほ
ぎ
て
仰
ぐ
初
日
の

み

ょ

唐
松
地
区
民
と
の
話
会

議
会
議
員
全
員
四
辻
輝
き
て
昭
和
の
御
代
の
こ

享
八
学
校
統
合
打
合
せ
け
の
む
す
ま
で
」
と
い
う

会

旬

が

う

か

び

ま

し

た

が

昭

三
・
九
自
作
農
協
会
役
員
和
も
四
十
二
年
を
数
い
、

会

年

々

科

学

の

進

歩

、

経

済

三
―
―
―
―
土
地
改
良
区
理
事
成
長
と
共
に
我
国
に
お
い

て
も
人
工
衛
星
の
開
発
も

会
―
―
-
・
器
老
人
健
康
診
査
着
々
と
進
み
、
世
界
の
先

於

須

釜

小

学

校

進

国

と

歩

調

を

並

べ

る

日

―
―
―
・
一
六
第
四
回
定
例
村
議
も
遠
く
な
く
ド
私
達
も
他

に
立
遅
れ
な
<
今
年
こ
そ

会
三・―
1
0

災
害
復
旧
工
事
入
希
望
に
満
ち
た
最
良
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

・

し中
三
・
—1
0土
地
改
良
区
総
代
い
た
し
ま
す
。 叫／

会
――
1
・
1
1
0

明
る
＜
正
し
い
選

挙
推
進
助
言
者
購
習
会

働
く
口
が
欲
し
い
、
な
ど

，
云
う
と
き
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。
必
要
な
と
き
は

関
係
機
関
と
も
連
絡
を
と

り
解
決
の
御
手
伝
い
を
致

し
ま
す
。
勿
論
相
談
の
上

の
秘
密
は
か
た
＜
守
り
ま

，

す
°
気
軽
に
相
談
に
御
出

下
さ
い
。
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先
月
の
日
誌
よ
り
十
二
月
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